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項
目 

経営 
目標 

本年度の 
重点 

具体的な方策 
評
価 

分析結果 改善策 
学校関係者評価記入欄 

学校の見解と 
今後の方向性 評

価 
コメント 

学
力
の
向
上 

「今求
められ
る学
力」を
定着、
伸長さ
せる。 

「主体的
に学習に
取り組む
態度」の醸
成を最優
先課題と
して学力
の向上を
図る。 

「六中授業スタンダ
ード」（生徒の「主体
的な学び」を導く「学
習プロセス」の工夫な
どの取組）を日常的に
確実に実践する。 

B 

主体的に学習に取り組む態度
の育成を図るため、年間を通じ
て「六中授業スタンダード」の徹
底を図った。一人一台端末の
活用は、各単元の「協働的な学
び」における実践を目指した。
学力諸調査の結果では都平均
等は上回ったが、経年比較で
は学習調整力に課題が見られ
た。一方で「粘り強さ」には有意
な上昇が見られた。 

今年度は生徒に、「振
り返る、見通す、やり
抜く」という行動目標を
示したが、次年度も継
続し学習調整力の伸
長に努める。具体的に
は、一人一台端末を有
効に活用しながら、単
元のねらい、そして学
習デザインを明確に計
画し、指導の工夫・改
善を図る。 

A 

・「学びに向かう力」調査結果
概要をみて、少人数ならではの
先生方のフォローが伺える。 
・「学びに向かう力」の調査に見
られるように、昨年度より向上
している傾向が見られるのは、
毎日の授業が充実している結
果だと思う。 
・タブレットの活用が定着してき
ていると思う。スタディサプリの
活用で今まで家庭での勉強方
法がわからなかった生徒も助
かっていると思う。 

・肯定的な評価
を受けたので、
今後も同様に
推進していく。 
・PTA費から拠
出のスタディサ
プリは生徒の学
習に役立ってい
る。教員も改め
て研修を受け、
さらに有効活用
できるようにす
る。 

一人一台端末を有効
に活用しながら、「個
別最適な学びと協働
的な学びの一体的な
充実」を単元に１回以
上実践する。 

B A 

すべての教員が資
質・能力の向上を目指
し、積極的な研修の受
講、またリカレント、
リスキリング等など
の研さんを行う。 
 

B 

授業指導等に関して、東京都
主催の研修に延べ 10名以上
の教員が受講した。また、市の
教育研究会や校内紙上研修で
授業に関する理解を深め、指
導の工夫・改善を図る姿勢が
醸成した。 

次年度以降も、指導力
向上を図るための
様々な外部研修の機
会を提示するととも
に、校内研修を充実さ
せる工夫を進める。 

B 

・ゲストティーチャーとして数回
授業を担当した中、先生方の
準備や教材の開発、事前・事
後指導も素晴らしかった。 
・先生方のスキルが毎年、向上
していると思う。新しい勉強方
法を今の子供達に合った形で
取り入れている。 

さらに教員個々
に研さんを積
み、「今求めら
れる学力」の向
上に努める。 

 
体
験
的
な
学
習
の
充
実 
 

 
 
「持続
可能な
社会の
創 り
手」と
しての
力を養
う。 
 

地域学や
SDGs に
関する学
習を軸に、
課題発見
及び解決
のための
力や創造
性、自己有
用感等を
育成する。 

ゲストティーチャー
の活用や学習展開の
工夫など、「青梅学」
における学習活動を
学校全体として協議、
実践する。 A 

青梅学は昨年度から継続した
学習活動であるが、今年度は
少し発展させ、生徒自らが課題
を発見・解決する活動を主とし
た。また、異年齢集団での協議
なども取り入れた。 
・今後の方向性や取組等、また
生徒に身に付けさせたい資質・
能力等についてなど、研修等で
理解を深めることができた。 
 

生徒に身に付けさせた
い力について繰り返し
協議しながら、新たな
学習活動を計画、実践
する。また、アントレプ
レナーシップ教育な
ど、持続可能な社会の
創り手としての素養も
身に付けさせる。 

A 

・ホタル保全の活動等に関わっ
た先生方、生徒の学びに活か
されていると思う。 
・地域、能楽、箏、オリンピック
代表選手の講演など、幅広い
分野での授業が素晴らしい。今
後も期待している。 

今後も様々な分
野のゲストティ
ーチャーを招
き、生徒が良い
「刺激」を受けら
れるよう工夫、
実践する。 

＜学校経営方針の重点＞ 

１ 学力の定着・伸長    ２ 体験的な学習や特別活動等の充実 

３ コミュニティスクールの確実な運用と地域との協働    ４ 教職員の働き方改革のさらなる推進 

＜評価指標＞ 

Ａ：目標を上回り達成できた    Ｂ：目標を達成できた 

Ｃ：達成にやや及ばなかった   Ｄ：達成できなかった 



 
 
体
験
的
な
学
習
の
充
実 
 

 
 
「持続
可能な
社会の
創 り
手」と
しての
力を養
う。 
 

 
地域学や
SDGs に
関する学
習を軸に、
課題発見
及び解決
のための
力や創造
性、自己有
用感等を
育成する。 

校外学習等の体験的
な学習全てにおいて、
事前調査や事後のま
とめなど、係る学習活
動の工夫・改善を図
る。 

B 

・体験的な学習や講義・講演を
計画的に行うなど、各学年にお
いて従来の取組に対して工夫・
改善しながら進めた。特に２年
生の校外学習は特色ある活動
と位置づけ、新たな取組として
試みた。 
・特別活動においては、生徒会
活動や学校行事など、リーダー
シップやフォロワーシップの伸
長を図るため、生徒が様々な
役割を果たせるような工夫を行
った。 

校外学習、宿泊を伴う
学習について、今年度
より内容等の検討を始
めた。また、他の学校
行事ついても、工夫・
改善を図る協議を進
めている。先述のとお
り、生徒に身に付けさ
せたい力に焦点をあて
ながら、計画、実施す
る。 

A 

・学校だよりでの報告で理解で
きた。ただ、情報発信がたより
のみでリアルさがなかった。 
・よく取り組まれていたようだ。 
・小曾木とは違う都会での校外
学習は刺激的だったと思う。生
徒の感想にもあったように、良
く計画をして実行できたと思う。 
・スポレクでのゴルフ部の紹
介、体験活動など生徒が積極
的に行っていた。 
・生徒の自己有用感の育成が
図られている授業だと感じた。 

・校外学習等
は、内容の改編
も含め、さらに
工夫を図る。 
・情報発信につ
いては、個人情
報の扱い等に
留意した方法を
検討する。 
生徒が直向き
に取り組む態度
が的確に評価さ
れたと考える。 

特別活動において、達
成感や成就感、また必
要な資質等が得られ
るよう、コミュニケー
ションを重視した学
習活動の工夫、充実を
日常的に実践する。 

B B 

地
域
連
携
の
推
進 

小学校
や地域
とのよ
り有効
な連
携、協
働を図
る。 

ＣＳがよ
り有効と
なるよう
工夫・改善
を加え、計
画的・組織
的に運用
する。ま
た、小学校
や地域と
の連携、協
働を充実
させる。 

学校運営協議会を計
画的に実施し、２回は
熟議を行う。また研修
会や合同行事など七
小との連携について、
例年以上に工夫しな
がら実践する。 

B 

・運営協議会また拡大協議会
は計画通りに行った。合同研修
については内容を再考する。 
教員研修や合同行事も、臨機
応変に協議しながら進めること
ができた。 

・CS合同研修につい
ては、先進地区の方
の講演等を計画する。 
・授業力向上に向け
て、さらに工夫・改善を
する。 

B 

・研修会はなかったものの、運
営協議会は計画通り行われ、
熟議を行い良かったと考える。 
・小・中の一貫したグランドデザ
インがみえてこなかった。 
・土曜日の協議会は出席しや
すいが、平日の日中は難しい。 

・CSは方針、校
種の違い等もあ
るので、従来通
り連携が必要な
取組について
協働する。 

ＣＳの組織や運用等
の改善・刷新、また地
域との協働について
実践を進めながら協
議、検討し、次年度の
新たな運用開始を目
指す。 
 

B 

CS として３年目となるが、理
解、実践は不十分とは言えな
い。学校の方針等を示しながら
具体的な実践を進め、組織の
再編を進めながら CSの機能を
高める。 

・紹介のためのリーフ
レットを地域に配付し、
理解を得る。 
・より実効性のある組
織となるよう、事務局
の開設やコーディネー
タの配置など、再編を
進める。 

B 

・次年度以降については、方針
も暫定的であり、今後の運用ま
で詳しく協議出来なかった 
・熟議がうまく出来ていない。事
前に資料をもらいたい。 
・この項目について、実現可能
な計画が見えなかった。 
・生徒数も減少していくので、七
小との連携は特に考えていか
なければならないと思う。 

・今年度は施策
のための人材
の確保等に注
力したが、試行
までには至らず
実績を示せな
かった。次年度
より少しずつ示
せるようにす
る。 

地域主催の行事に対
して、教職員は年に１
回以上の参加を目途
として積極的に関わ
り、地域との連携、協
働を図る。 
 

B 

地域清掃、地区文化祭など、
年に１回以上教員が参加した。
また、防災を視点とした連絡、
調整も図った。 

・地域内の様々な状況
を踏まえながら、今後
も連携、協働を図る。 
・防災に関しては地域
のハブとしての役割が
果たせるよう、青梅市
と接続しながら進めて
いく。 

B 

・第六支会の自主防災組織主
催の防災訓練においては、今
までどおり行っていきたい。 
・ゴルフ部の生徒はスポレクフ
ェスタにおいて、スナッグゴルフ
の指導も行い好評だった。 
・黒沢川清掃の参加、ありがと
うございました。 
・スポレク参加のゴルフ部、文
化祭参加の茶道部など、先生
方も参加され、とても有難い。 
 

生徒も教員も、
地域の方と積
極的に関わるこ
とができた。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項
目 

経営 
目標 

本年度の 
重点 

具体的な方策 
評
価 

分析結果 改善策 
学校関係者評価記入欄 

学校の見解と 
今後の方向性 評

価 
コメント 

働
き
方
改
革
の
推
進 

教職員
の「働
き方改
革」を
さらに
推進す
る。 

教職員の
ライフ・エ
ンゲージ
メントの
高揚、ウェ
ルビーイ
ングの向
上を図る。 

月２回の定時退勤日
の設定、また年３回以
上の積極的な年休取
得、長期休業日の日直
勤務の改善を周知徹
底し、各教職員のライ
フエンゲージメント
の高揚を図る。 

A 

・定時退勤日、長期休業日の
日直勤務の工夫など、ほぼ計
画通りに行った。 
・年休取得等についてはまだ厳
しい状況がある。教員それぞれ
が必要とするリスキリング等が
できるよう、新たな取組を検
討、実施する。 
 

・次年度以降の工夫と
して、CSの利点を生
かした取組を検討、準
備する。 
・学校からの情報発信
について、リニューア
ルされる HPやアプリ
等を活用した実践を検
討である。 

A 

・夏休み明けの校庭及び校舎
まわりの雑草、PTA及び地域
に応援を依頼しても良いと思
う。 
・現在の学校経営には、「働き
方改革」、「地域の中の学校」、
「学校の持続性」を地域状況の
バランスを捉えて進める必要が
あると思うが、「働き方改革」の
部分に重きを置き過ぎているよ
うに見えた。 

・校内外の環境
整備について
は、ＣＳを中心
にして応援の要
請を検討する。 
・教員の勤務の
現状や問題化
している教員不
足など、多くの
方に理解してい
ただけるよう今
後も発信してい
く。 

教科や領域、また学級
指導等において、計画
的かつ意図的に学年
ローテーションを実
施する。 
 
 

B 

給食や総合的な学習の時間に
おいては、全員であたる、また
はローテーション指導するなど
工夫して行った。 

授業力の向上を図るこ
とも併せて、道徳につ
いてもローテーション
指導を検討する。 A 

本校の規模に適した
分掌組織また校務の
在り方について協議、
検討し、次年度の新た
な運用開始を目指す。 
 

B 

小規模校であっても学校行事
や事務処理は他校と同様にあ
るので、負担軽減を目的とした
再編を提案、検討した。 

次年度は新たな組織
また校務処理の工夫・
改善を試行する。 

B 



 

 


